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第
35
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
開
催
に
あ
た
り
、コ
ー
ス

周
辺
を
交
通
規
制
し
ま
す
。通
行

の
際
は
、現
場
の
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日（
日
）午
前
９
時

10
分
〜
正
午（
予
定
）

登
米
総
合
体
育
館
東
側　

〜
一
関
方
面（
国
道
３
４
２
号
線
）

カ
ッ
パ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局（
と
よ
ま
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
蔵
っ
こ
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、競
技

会
場
・
選
手
村
な
ど
で
多
く
の
木

材
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。施
設
の

解
体
後
、県
内
唯
一
の
木
材
提
供

自
治
体
で
あ
る
登
米
市
に
返
還
さ

れ
た
木
材
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
次
世
代
へ
受
け
継

ぐ
た
め
、活
用
方
法
を
公
募
・
決
定

し
、こ
の
度
、返
還
木
材
を
使
用
し

た「
み
ん
な
集
ま
れ（
テ
ー
ブ
ル
in

チ
ェ
ア
ー
）」を
、各
総
合
支
所
へ

配
置
し
ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

エ
ン
ブ
レ
ム
が
焼
印
さ
れ
た
、木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。来
庁
し
た
際

は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

市
で
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
提
供
す

る
こ
と
と
、費
用
負
担
の
公
平
性

や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点

か
ら
、公
共
施
設
の
使
用
料
、手
数

料
、保
育
料
な
ど
に
つ
い
て
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
改
定
し
ま
す
。

改
定
後
の
金
額
な
ど
、詳
細
に
つ
い

て
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

公
民
館
や
体
育
施
設
な
ど
の
公

共
施
設
の
１
時
間
当
た
り
の
使
用

料
を
、施
設
維
持
管
理
費
や
減
価

償
却
費
に
加
え
、各
施
設
の
人
件

費
を
基
に
算
出
し
て
改
定
し
ま

す
。た
だ
し
、激
変
緩
和
措
置
と
し

て
、現
行
使
用
料
の
１
・
５
倍
を
上

限
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
施
設
使
用
料

と
は
別
に
設
定
し
て
い
た
、冷
暖

房
料
や
音
響
設
備（
登
米
祝
祭
劇

場
を
除
く
）な
ど
の
電
気
機
器
使

用
料
に
つ
い
て
は
、ナ
イ
タ
ー
照

明
設
備
な
ど
一
部
を
除
き
、改
定

後
は
使
用
料
に
含
め
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

施
設
使
用
料
は
、施
設
の
利
用

者
か
ら
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
が
、例
外
的
に
、公
益

性
や
公
共
性
の
高
い
活
動
内
容

で
、使
用
料
の
負
担
を
政
策
的
に

軽
減
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、そ
の
全
部
、ま
た
は
一
部

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
施
設
使
用
料
の
見
直
し

に
合
わ
せ
て
、受
益
者
負
担
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
、減
免
制
度
を

次
の
と
お
り
見
直
し
ま
す
。

▼「
登
米
市
公
の
施
設
使
用
料
の

減
免
等
に
関
す
る
規
則
」に
規
定

す
る
減
免
適
用
団
体
お
よ
び
減
免

割
合
の
変
更
▼
減
免
適
用
団
体
に

限
ら
ず
、無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
う
ち
、一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
、使
用
料
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
新
た

に
追
加
▼「
登
米
市
公
の
施
設
の

使
用
料
の
減
免
適
用
団
体
登
録
要

綱
」を
令
和
５
年
度
を
も
っ
て
廃

止
。（
申
請
受
付
は
令
和
６
年
２
月

末
で
終
了
）

】ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
行
政
改

革
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、こ
れ

ま
で
無
料
で
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
人

と
利
用
し
な
い
人
と
の
公
平
性
の

確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、利
用
が

有
料
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
に
つ
い
て
は
、平
日
、学
年

始
休
業
日
、夏
季
休
業
日
、冬
季
休

業
日
、学
年
末
休
業
日
、土
曜
日
の

各
区
分
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

右
の
表
に
基
づ
き
、利
用
す
る

区
分
が
増
え
る
ご
と
に
加
算
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、平
日
と
長
期
休
業

日
を
利
用
す
る
場
合
は
、長
期
休

業
日
の
利
用
料
が
半
額
と
な
り
ま

す
。同
一
世
帯
に
お
い
て
利
用
児

童
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、利
用

料
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、一
時
利
用
を
利
用
す

る
場
合
、平
日
の
利
用
は
日
額

１
５
０
円
、土
曜
日
・
長
期
休
業

日
・
振
替
休
業
日
の
利
用
は
日
額

３
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

保
育
料
を
県
内
他
市
よ
り
も
低
く

設
定
し
、子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、保
育
事
業
を
持
続
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
保
育
料
を
見
直
し

ま
す
。

　

保
育
料
は
所
得
の
階
層
に
応
じ

る
証
明
▼
土
地
、家
屋
、償
却
資
産

に
関
す
る
証
明
▼
地
籍
図
の
写
し

▼
営
業
に
関
す
る
証
明
▼
公
簿
、

公
文
書
の
閲
覧
、謄
写
▼
農
業
振

興
地
域
に
関
す
る
証
明
▼
そ
の
他

の
証
明

１
件
当
た
り
２
０
０
円

を
３
０
０
円
に
改
定

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

て
国
が
上
限
額
を
定
め
て
お
り
、

そ
の
上
限
額
の
範
囲
内
で
市
町
村

が
独
自
に
定
め
て
い
ま
す
。本
市

の
現
行
の
保
育
料
は
、国
で
定
め

る
上
限
額
の
60
％
と
し
て
お
り
、

今
回
の
改
定
で
は
、そ
の
割
合
を
、

平
均
65
％
程
度
と
し
ま
す
。ま
た
、

所
得
に
よ
る
階
層
区
分
を
７
階
層

か
ら
17
階
層
に
細
分
化
し
、階
層

間
の
保
育
料
の
差
を
緩
や
か
に
し

て
設
定
し
ま
す
。福

祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

各
種
証
明
な
ど
の
発
行
手
数
料

と
直
接
搬
入
ご
み
の
処
分
手
数
料

を
改
定
し
ま
す
。詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、総
合
支
所
お

よ
び
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

付
近
へ
掲
示
し
て
い
ま
す
。

【

住
民
票
の
写
し
▼
住
民
票

記
載
事
項
証
明
▼
住
民
基
本
台
帳

閲
覧
▼
戸
籍
の
附
票
の
写
し
▼
印

鑑
登
録
証
交
付
▼
印
鑑
登
録
証
明

▼
身
分
証
明
▼
租
税
及
び
公
課
に

関
す
る
証
明
▼
租
税
以
外
に
関
す

☎


